
1. I-Chat Loungeを紹介します！ 

O 
GUキャンパス13号館1階の広々と

した部屋で、学生たちが小グルー

プに分かれてテーブルを囲み、ス

タッフが彼らと膝を交えながら英語で話しを

したり、新しい単語を教えたりしている。あち

らではソファに座った学生たちがテレビの前

で、「ラリーキングショー」に見入っている。ま

た別の場所では、一人の学生がジャパンタ

イムズの最新版に夢中になっていて、その

隣では彼の友達がYouTubeのビデオクリッ

プを楽しんでいる。 

OGU の I-Chat  Lounge  (International 

Chat Lounge)では、毎日このような光景を

見ることができます。  

8年前にOGUキャンパスに登場した I-

Chat Loungeは、学生が新しい言語や異文

化を学ぶ場所としての役割を担ってきまし

た。学生は語学修得や異文化の理解につい

てサポートやアドバイスを受けることができ、

また国際的な雰囲気の中で言語を練習し、

語学力を磨くチャンスを得ることができます。

海 外 か ら の 訪 問 者 も 頻 繁 に こ の I-Chat 

Loungeを訪れることから、学生たちには大

学から一歩も出ることなく、外国人とコミュニ

ケーションを取る機会がたくさんあります。 

月曜日から金曜日の午前10時から午後5

時まで、I-Chat Loungeには毎日100人誓い

学生がやってきて、施設を利用し、スタッフ

や他の学生との時間を楽しんでいます。本、

新聞、DVDなど用意されているすべての資

料は英語です。またテレビからは四六時中

CNNが流れています。  

I-Chat Loungeでは、学生たちは出来る限

り英語で話すように指導されているため、そ

れぞれのコミュニケーションは主に英語で行

われます。時には、韓国語、スペイン語、ドイ

ツ語など他の言語でイベントやアクティビティ

が行われることもあります。また興味のある

学生に向けて、国際センターの留学生たち

が彼らに母国語を教えることもあります。 

スタッフとアクティビティ    

I-Chatスタッフは、現在計5名で、日本人

スタッフ1名と4名のネイティブスピーカーが

います。ネイティブスピーカーのうち1名は英

語と日本語のバイリンガルスタッフです。こ

の5名のスタッフ体制で、学生の言語習得を

サポートし、また英語が練習でき、楽しく面

白い方法で様々な文化の伝統、習慣を学べ

るようなイベントやアクティビティを計画して

います。 

海外からのゲストスピーカーによるプレゼ

ンテーション、クッキング、テストテーキング、

音楽などの特別クラスに加えて、歓迎会や

送別会、スポーツイベントなどが開催されま

す。またクリスマス、ハロウィーン、イース

ターには毎年I-Chat Loungeでイベントがあ

り、様々な伝統について学んだり、パンプキ

ンを彫ってジャック・オー・ランターンを作った

り、イースターエッグに色を塗ったり、クリス

マスツリーのデコレーションをしたりと、それ

ぞれの伝統行事を実際に体験することがで

きます。お花見（桜の花見）や七夕などの日

本の季節行事も、海外からの留学生が参加

して行われます。 

新しい取り組み    

今年度からOGU学生のニーズに応えて

「はじめて I-Chat (Hajimete  I-Chat)」と「ス

テップアップ・ラーニング・コーナー (STEP-

UP Learning Corner)」がスタートしました。

「はじめてI-Chat」は、入学したての1年次生

と初めてI-Chatにやってきた学生、特に英語
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を学びたい気持ちはあるけれど、自分の英

語力に自信のない学生を対象にしてます。I-

Chat Loungeのルールや機能、I-Chatでの

時間をいかに有効に使うかなどを学び、また

言語の面でも学生のニーズに合わせたサ

ポートが提供されます。  

次 に「ス テ ップ ア ッ プ・ラ ー ニ ング・コ ー

ナー」は、英語レベルを向上させたいと考え

ている英語上級者を対象としています。授業

や日常で使える実質的なスキルや技術を紹

介し、学生がさらに語学力を向上させること

ができるような内容になっています。スタッフ

が先生としての役割を担うだけでなく、学生

が学習目標を達成できるように、また自分で

勉強できるように導く“仲介役”あるいは“サ

ポーター”としての役割も担っています。 

国際センターの新しいメンバーとして、I-

Chat Loungeは学生が海外の人々、語学、

文化を楽しく学べる場所としての役割を継続

していきます。今後も、国際センターと協力し

てアクティビティを実施し、学生に言語や異

文化を学ぶチャンスを与え、また学生が海

外へ飛び出していく準備をしていけるように

サポートしていきます！            (J.D.) 

I-Chat Loungeのスタッフ 

I-Chat Loungeの様子 



学 に 加 え、リ トア ニ ア の ビリ

ニュス大学にも初めて学生を1

名派遣します。未知の国で学

生がどのような 留学生活を

送ってくるのか今から楽しみで

す。これから28名で一緒に事

前オリエンテーションをしなが

ら、準備を進めていきます。 
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3. 2010-2011派遣交換留学決定！ ～ 28名が海外提携大学へ 

University of Gävle (Sweden) 

国際学部3年次生 桝岡 誉  
私は１セメスター、スウェーデンのイエヴレ大

学に留学します！イエヴレ大学にはアウトド

アコースという特殊なコースがあり、私は留

学に行くなら変わったことをやりたいと思って

選びました。何年か前にはスウェーデンから

の留学生がいたそうですが、今は誰もいな

いので、留学生からどんな国なのか直接聞く

ことができません。だからどんな感じなのか

と今からワクワクしています。１セメスターと

いう短い期間ですが、出来る限りたくさんの

ことを吸収して戻って来たいです！ 

University of St. Thomas 
(U.S.A.)  

国際学部3年次生 加集 裕太郎  
僕は8月からアメリカのセント・トーマス大学

に留学します。留学は１年次生の頃から希

望していましたが、なかなかTOEFLのスコア

がクリア出来ずにいました。それでもアメリカ

へ留学に行きたいと思い、2年次生では英会

話の授業を中心に勉強し、電車の中では

CNNニュースを聞くようにしました。また一年

間に実施された全てのTOEFLテストを受け

て、約1年後には留学に必要なスコアを得ら

れました。2年かかりましたが、今回、機会を

得られて本当に良かったと思っています。交

換留学の一番大きな魅力は色々な国の

人々と接することが出来るということです。ど

んな人とでも良い人間関係が築けるような

価値観を養ってきたいと思います。  

2. 国際センターの短期海外研修とは？ ～ 海外への第一歩！ 

国 
際センターでは、1学期あるいは2

学期間の交換留学のみならず、

夏期・春期の年2回、短期の海外

研修も実施しています。いきなり長期の海外

留学は無理だと思っているあなたも2週間、

1ヶ月なら行けると思いませんか？それがた

とえ短い海外滞在であったとしても、海外で

語学を勉強したり、ボランティア活動に参加

したりすることは、個人で行く海外旅行とは

違います。現地の大学に通う、その国の人

たちとコミュニケーションを取る、一緒に暮ら

す。単なる旅行では経験できません。短い期

間だったら行ってもあまり意味がないと思っ

ているあなた、その限られた時間をどう過ご

Universität Trier (Germany) 

国際学部2年次生 太田 裕樹  
トリア大学では1年という短い期間しかない

ため、ドイツでは楽しみつつも成果を残せる

留学にしたいです。まずはドイツ語のスキル

を身につける。帰国後には、独検１級が取れ

るぐらいの実力を身につけられるよう、でき

る限り努力します。しかし、語学の勉強をす

るためだけに留学したいとは思っていませ

ん。ドイツやヨーロッパでしか味わえない体

験もしたいです。例えばドイツには世界的に

有名なサッカーチームがあります。私はサッ

カーが好きなので、ドイツ人のサポーターと

一体になって応援したいです。またEU圏内

は移動がしやすいので、イタリアのサッカー

の試合も見に行きたいと思っています。楽し

みと成果のある留学にしてきます。 

すかはあなた次第です。1週間の海外滞在

で、随分と成長して戻ってきた学生もいまし

たし、その後長期の交換留学に行った学生

もいます。短い4年間の大学生活を充実した

ものにするためにも、一歩踏み出す勇気を

持ってください。海外へ飛び出して、今まで

見たことのなかった世界に出会いましょう！ 

文藻外国学院 （台湾） 

外国語学部3年次生 山本真莉子 
私は外国語学部ですが、英語以外の言語に

も興味があり、第二言語で中国語を履修し

ています。それもあって台湾への留学を決

めました。留学を決めた一番の理由は、実

際に現地に行って言葉を学び、語学力を向

上したいからです。さらには語学力だけでな

く、現地の学生や他国からの留学生とそれ

ぞれの国の習慣、言語、サブカルチャーに

ついての意見交換などもしてみたいです。ま

た日本にいては分からない日本の良い点、

悪い点を理解して、視野を広げ、これからの

将来に活かしていきたいと思います。  

順天郷
スンチョンヒャン

大学 （韓国） 

外国語学部3年次生 新田 啓介
みんなと違う事がしたくて留学を決めたの

で、どんなことでも積極的に取り組んで、一

つ一つの事を悔いの残らないようにしていき

たいと思います。同時に自分とは違う国の人

たちの意見やアイデアも取り入れられるよう

な人間になり、将来は自分の好きな国際交

流を深めることができる人になりたいです。

今しか留学はできないと思うので、120パー

セント以上の力を振り絞っていきたいです。

留学でしかできないことはたくさんあると思う

ので、常に挑戦する気持ちを忘れない、そし

て絶対できるという気持ちを持ってがんばっ

ていきたいです。できるかぎり韓国の文化に

ついて勉強してきます！ 

Medicine Hat College (Canada) 

外国語学部3年次生 今村 直人  
今回の留学で語学や文化などを学ぶのはも

ちろんですが、この留学を通してカナダの人

はもちろん、世界中の人に日本のことを伝え

ることが目標です。留学すると世界中の様々

な国の人と出会えると思います。そこで出

会った人に日本の文化・歴史について、日

本人の考え、習慣などを伝え日本について

知ってもらいたいです。そのためにも異文化

を理解できる人間に成長したいです。少しで

も日本に興味を持っていただいて、将来日

本に留学や旅行をしたいと思う人を一人でも

増やしたいと思います。  

1 
月末に出願を締切った2010-2011の

派遣交換留学生が決定しました。今

年度は過去最高の28名が8月初旬か

ら順次派遣先大学へと旅立っていきます。

2009年には初めて南アフリカのネルソンマ

ンデラメトロポリタン大学へ学生を派遣しまし

たが、今年もアメリカ、カナダの新規提携大

さて、なぜ国際センターが学生の皆さんに

留学を勧めるのでしょうか。まず留学をして

どのようなメリットがあるのでしょう。留学の

一番の目的は語学力の向上でしょう。しかし

それ以上に、留学先で学生たちが得てくる

経験は、これからの人生を変えるほどのイン

パクトがあるものです。守られた日本から飛

び出して、自らの言動に責任を持たなけれ

ばならない状況、言葉の違う場所で周りの

人とコミュニケーションを取らなければならな

い状況、言葉のみならず文化的背景の違う

人たちと交わる状況（異文化体験）、日本と

言う国を外から見ることができる状況。これ

までこんな体験を日本でしたことがあります

か？1年の交換留学は、全員のOGU学生に

平等に与えられるチャンスです。そのチャン

スを掴むのはあなた自身です！在学生の皆

さんも28名に続いて、交換留学を目指してく

ださい！ 

ここでは交換留学予定者28名を代表して、

6名の学生の「留学に向けての抱負」を紹介

します。 



5. ガイダンス・カウンセラー：留学生とOGUを結ぶ橋 
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私 
が諸外国の開発援助が実施され

ている現場を見たり、外務省での

実務を経験したりした後、なぜ、

改めて学問に専念しようと思ったのかを皆さ

んにお伝えしたいと思います。 

青年海外協力隊として派遣されたジンバ

ブエでは、当時、都市部でも停電・断水が日

常茶飯事で、インフレ率１万パーセントともい

われたように経済は破綻状態でした。餓死

する子供も現れるなか、国内の政治家はと

いうと高級車を何十台も所有して豪邸に住

み、食料・燃料にも困らない生活をしていま

した。この現実を目の当たりにした私は、日

本の政府開発援助や発展途上国の開発に

関する仕事に携わりたいとの思いがより強く

なり、国際開発の基本的な勉強をしなおすこ

とにしたのです。 

2007年8月にジンバブエから帰国した後、

本学時代のゼミナール担当教員であった小

林 泉教授が大学院の国際開発講座を担当

されていたことから、この授業への参加を認

められました。約１年が経過した頃、日本が

3年に一度太平洋の14カ国・2地域を招待し

て行う「第5回太平洋・島サミット」が2009年5

月に開催されることになりました。それに先

駆け外務省は、2008年11月に「太平洋・島

サミットのための有識者会合」を組織し、太

平洋島嶼諸国の開発問題を専門としている

小林教授が座長となり、私も教授の推薦で

座長アシスタント職として外務省で働くことに

なりました。 

この職は有識者会合の終わる2009年3月

に終了しましたが、その間の仕事ぶりが評

価され、外務省国際協力局の経済協力専門

員に採用されました。この職は2年の任期付

きでしたが、正規職員と同様な業務を担当

する職種で、その後は正規職への道も開か

れていましたので、開発問題を勉強していた

私には絶好の機会でした。 

しかし外務省勤務を続ける中で、責任重

大な実務を任せてもらえるようになればなる

ほど開発に関する基礎学問の修得の必要

性を痛感しました。そこで、きちんとした学問

的裏づけをもって開発問題に取り組みたい

と思うようになり、本学大学院国際学研究科

博士課程への進学を決心しました。実は、私

4. “国際開発への道” 長戸 結未
ゆ み

 （2005年国際学部卒・現大学院国際学研究科博士課程）  

ジンバブエの子供たちと 

学 
生生活において海外留学は最も

楽しく、心躍る体験です。しかしそ

の一方で、それは恐怖、寂しさ、

不安を感じる経験でもあります。国際セン

ターの仕事の一つは、日本での学生生活に

おける問題解決、また新しい生活に慣れる

時に学生が直面するカルチャーショックや海

外生活への移行期をうまく乗り切れるように

学生を手助けすることです。5年前、海外か

らの留学生はわずか11名でした。当時は留

学生の数が少なかったため、必要に応じて

国際センタースタッフが各学生へのカウンセ

リングやガイダンスを行っていました。  

魅力的な日本語プログラムに重要なの

は、個々の学生のニーズを理解することで

す。留学生の持つ背景、人生経験、派遣元

の大学サポートシステムなどが多様化すれ

ばするほど、革新的なサポートプランが必要

になってきます。昨年、OGUの受入れ留学

生の数は飛躍的に増加し、51名になりまし

た。それを受けて、国際センターは、海外か

らの留学生をサポートする新たなガイダンス

システムが必要だという結論に至りました。

そのため、国際センター所員であった古橋

政子先生とステラ・マックスウェル先生が留

学生のガイダンス・カウンセラーとして任命さ

れました。昨年の秋学期の始め、各留学生

と面談をし、到着直後の体験、新しい生活で

の難しさ、日本で直面する可能性のある課

題などについて学生と話し合いをしました。

ステラ先生は英語圏の学生と日本語より英

語が堪能な学生を担当し、政子先生は英語

が話せない留学生と日本語で面談をしまし

た。ほとんどの学生はこれといった問題もな

く、特別なサポートは必要ありませんでした。

しかし数名の学生は、カルチャーショックや

ホームシックを感じている、新しい友達を作

るのが難しい、ホストファミリーとのコミュニ

ケーションが難しいなどの問題を抱えてお

り、もっと細かなところでは手紙の書き方、テ

ストへの不安、キャンパスの情報収集の仕

方などでサポートが必要な学生もいました。  

2人の先生たちは、留学生の話を聞いた

り、サポートをしたりと全力を尽くしましたが、

先生たちがサポートしきれない問題を抱えて

いる学生については、国際センターのスタッ

フと協議し、そこからはスタッフがサポートを

引き継ぐという形を取りました。もちろんすべ

ての学生情報は極秘に取り扱われ、ガイダ

ンス・カウンセラーと国際センタースタッフ以

外には知られることのないように細心の注意

をはかっています。学生の要望があれば、

学内の心理士とのカウンセリングの機会も

提供しました。学生が記入した受入れフォー

ムをファイルすることで、学生が必要としてい

るサポートを整理することができ、国際セン

ターとしても各学生の様々なニーズをより良

く理解し、それに合わせてアクティビティを計

画することができました。  

今秋には、74名の留学生がOGUにやっ

てくる予定になっています。これまで以上

に、その学生たちをサポートし、ガイダンスを

提供するシステムが必要になってくるでしょ

う。最後に、秋にやってくる新しい留学生た

ち全員は一人ももれることなく、生活の移行

期には十分にサポートされ、OGUのキャン

パスに、そして国際センターの“家族”の一

員として暖かく迎え入れられることでしょう！    

政子先生とステラ先生（右から二人目と3人

目）と学生たち 

長戸さんは、本学在学中アメリカのセン

ト・トーマス大学へ交換留学。本学卒業

後に再度アメリカに留学し大学院で修士

号を取得しました。長戸さんはさらに国

際協力に関わるべく青年海外協力隊に

参加。帰国後は、外務省に勤務するな

ど、華々しい経歴を持っていますが、今

までの経験を活かし、世界のために役立

ちたいと今春から本学大学院国際学研

究科の博士課程に進学しました。国際協

力に興味のあるOGU学生間では、お手

本にしたい卒業生ナンバーワンです！ 

が外務省を辞めた2010年3月の時点では経

済協力専門員としての任期があと1年残って

いたので慰留されましたが、勉学への意欲

がそれに勝りました。 

今後の目標は、博士課程において開発問

題の本質を追究し、さらなる国際開発研究

やより専門的な現場経験に繋げること。その

ためには、表面的に国際開発を知るだけで

は不十分で、世界の歴史、宗教、政治、経済

などの知識を基盤にして、国際社会の仕組

みや動向を理解しなければなりません。また

性別や年齢など今後障壁となり得ることもた

くさんあると思います。しかし、これまでの経

験すべてが博士課程における困難を乗り越

えていくための糧となっていくと信じます。こ

れからも周囲の人々への感謝を忘れず、常

にその時々の状況や自分の立場を的確に

見据えて、自分の目指す道を全うしたいと思

います。 



違うのかわかっていないと思います。麦茶を

飲もうとボトルを手にした途端、ホストマザー

が顔色を変えて「○○君ダメ！」と言って取り

上げ、何ら変わりないように見える隣のボト

ルを差し出す。留学生には状況が理解でき

ないでしょうし、このやり方では、間違いが繰

り返されてしまいます。「1本が空になってか

ら、新しいほうの麦茶を飲んでほしい。前に

作った麦茶は手前（左側）にあるから、それ

から先に飲んで。」と説明されて初めて、「こ

の家では、手前（左）の麦茶から飲むのが鉄

の掟、奥（右）のを先に飲んだら、ホストマ

ザーが困る」と心に刻むのです。ちなみに、

ジェスチャー単語を並べるだけで通じます。 

ルール違反への対応 

 最初に違反した時に、はっきりと注意してく

ださい。何か叱られていると思えば、益々緊

張して、聞き取れなくなることもあります。ま

た留学生の単語力も限られているので、理

解できてない部分もあるかもしれません。し

かし、ここでも書いて渡せば辞書で調べて理

解しようとします。新しい単語にも触れること

になりますし、何より自室で落ち着いた状態

で反省の時間を持ってもらえるのが利点で

す。たいていの場合は、その警告文のメモを

手に降りてきて、ちゃんと謝ります。 

6. ホストファミリーの心がけ Part 3～寺村優子 

Medicine Hat College 
関係者来校 

2 
010年4月26日、カナダ・メディシン

ハット大学のRalph Weeks学長と国

際教育担当Russel Boris氏がキャン

パスを訪問されました。両校のプログラムに

関する情報交換の後、I-Chat Loungeでのイ

ベントに参加されました。今年の夏には、メ

ディシンハット大学で3週間の英語研修が実

施され、秋には外国語学部3年次生の今村

直人君が初めての交換留学生として派遣さ

れます。今後も引き続き活発な学生交換が

実施される予定です。 

来 
年のことなので、まだまだ先だと

思っているかもしれませんが、準

備は今からスタートしてください！ 

出願受付出願受付出願受付出願受付：：：：    2011年年年年1月月月月11日日日日～～～～24日日日日    

語学試験語学試験語学試験語学試験：：：：    2011年年年年1月月月月25日日日日・・・・26日日日日    

    （（（（フランスフランスフランスフランス語語語語・・・・ドイツドイツドイツドイツ語語語語のみのみのみのみ））））    

選考面接選考面接選考面接選考面接：：：：    2011年年年年2月月月月1日日日日～～～～10日日日日    

    （（（（日本語日本語日本語日本語・・・・英語英語英語英語））））    

合格発表合格発表合格発表合格発表：：：：    2011年年年年3月初旬月初旬月初旬月初旬    

 交換留学を目指す学生への注意です。それ

ぞれの大学に定められた語学基準を満たす

のはもちろんですが、本学での成績も重要

です。GPAが2.5以上なければ出願ができま

せん。交換留学生はOGUを代表して、海外

へ派遣されます。それを心において、代表と

なるに相応しい学生を目指してください！ 

2011-2012交換留学 

紙面の関係でしばらくお休みしていま

した寺村さんの「ホストファミリーの心

がけ」を今号から再開します。なるほ

どと思われることもあるでしょうし、ま

た違う悩みをお持ちのホストファミリー

の方々もいらっしゃると思います。あく

までも一例のご紹介ですが、言語、文

化、習慣の違いから起こる行き違い。

どこのご家庭でも起こりうることです。

日ごろお世話になっているホストファミ

リーの方々のご参考になればと思い

ます。 

Welcome to KC! 

2 
010年3月31日付けで、国際センター

スタッフのTitis Nitiswariさんが退職

し、4月1日には国際センターに3名の

新しいスタッフを迎えました。まずフィリピン・

ケゾン市出身のジョイ・デヴェラさん。I-Chat 

Loungeとの兼任なので、学生の皆さんはあ

ちこちでジョイさんの姿を見かけると思いま

す。孟 涛（タオ)さんは元々中国・山西省出

身ですが、現在の国籍はイギリスです。中

国・中国語のことならタオさんに！最後は

ニュージーランド・クライストチャーチ出身の

ダニエル・リリーさん。関西の笑いを理解す

る外国人です。3人とも日本語、英語はもち

ろん、さらに多様な言語も駆使するマルチリ

ンガルです！国際センターは多国籍グルー

プとなり、益々国際色豊かな部署になりまし

た。今後もスタッフ一丸でOGU学生と海外留

学生をサポートしていきます！ 
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も、朝シャンが長くても、部屋にペットボトル

が散乱していても、何も言わなかったのに、

突然「困ります」と言う。学生にとっては、「い

ままで、笑っていたのに、なぜ途中からルー

ルが発生するの？」と理解不能なミステリア

スな家族になってしまいます。 

大事なルールは紙に書く 

もちろん、口でも説明をしますが、大事な

ルールは紙に書いてファイルにしたり、壁に

張っておくと、違反が減ります。「ちゃんと説

明しましたよ」という証拠ですから、留学生に

とってもホストファミリーにとっても、不安が

軽減します。初日の緊張した状態での会話

なので、聞き漏らしてしまったことも、理解が

不十分であったことも、文章があれば、後で

辞書を引いて理解できます。生活の中で覚

えた単語は、頭に残るものです。未習語彙

習得にも役立って、一石二鳥です。 

 細かいことまでは説明できていなかった

り、言い忘れていたりすることもあるでしょ

う。例えば、「麦茶は手前のボトルから先に

飲んで」とか、そのような、細々した事は、問

題が発生してから、「ああ。言い忘れてた

わ。これね……。」という感じでいいと思いま

す。ですが、理由の説明を忘れてはいけま

せん。だって、学生は2本あるボトルの何が

ルールは初日に説明する 

 「3か月もいるのだから、まあ、おいおい説

明していこか。」「何となく、見て取ってくれる

だろう。」「国際センターのほうで教えてもらっ

ているだろう。」と考えていると、あとで家族

が悩むことになります。 

 ただ微笑みを浮かべるだけで何も説明しな

い家族。学生にとっては、さぞ不安な事で

しょう。説明をしないまま、もしくは「Yes」を言

い続けた結果、1ヵ月後に、国際センターに

相談し、学生に出て行ってもらう結果にな

る。これは最悪です。 

 最初の1ヵ月は、学生が夜遅くに帰宅して

ミシシッピ大学のフットボールフィールド 

(上）Weeks学長（右から二人目）、Boris氏

（左端）、(下）I-Chat Loungeでのイベント 

左からタオ、ダニエル、ジョイ 


